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平成 29 年 12 月期通期業績予想の修正及び 
剰余金の配当（復配）に関するお知らせ 

 
平成 29 年２月 20 日に公表しました「平成 29 年 12 月期通期業績予想」を下記のとおり修正いたしま

したのでお知らせいたします。 

また、本日開催の当社取締役会におきまして、下記の通り平成 29 年 12 月 31 日を基準日とする剰余金

の配当を決議いたしましたので併せてお知らせいたします。 

 

記 

１．連結業績予想の修正 

平成 29 年 12 月期連結累計期間（平成 29 年１月１日～平成 29 年 12 月 31 日）業績予想数値の修正 

 

【 連結 】 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円  円 銭 

前回発表予想（Ａ） 17,014 685 728 576 46.27 

今回修正予想（Ｂ） 13,634 325 335 204 15.38 

増減額（Ｂ－Ａ） △3,379 △359 △392 △371 ― 

増減率（％） △19.9 △52.5 △53.9 △64.6 ― 

※（ご参考） 

前期連結実績 

（平成 28 年 12 月期） 

14,808 489 517 388 31.19 

 

２．修正の理由 

年初から為替相場が円高に推移したこと及び東南アジア諸国向け高額車両のモデルチェンジを控え、

車両乗り換えの需要が減退したにより、平成 29 年 11 月９日の「平成 29 年 12 月期第３四半期決算短

信」開示時点において、当初売上高予想を下回る見込みでありましたが、平成 29 年４月 14 日の「連

結子会社の解散および清算に関するお知らせ」において記載したとおり、清算完了時に計上される為

替換算調整勘定の実現に伴う為替差益（約 45 百万 HKD）を含め経常利益及び親会社株主に帰属する当

期純利益の計上額について精査しておりました。 

その後、平成 29 年 12 月 11 日「（開示事項の経過報告）連結子会社の解散および清算に関するお知

らせ」において開示したとおり、清算承認手続きが平成 30 年 12 月期へとずれこむこととなり、平成

29 年 10 月にシンガポール国における自動車抑制政策、排ガス規制の施行が発表されたことに伴う同

国での車両需要の伸び悩みも重なり、その時点では販売台数は平成 29 年 11 月９日の「平成 29 年 12

月期第３四半期決算短信」開示時点において想定していた台数を更に下回ることが予想され、それら

の影響金額を精査しておりました。 



 

それらの懸案事項を精査した結果、当期連結会計期間の業績予想の売上高、営業利益、経常利益、

親会社株主に帰属する当期純利益については、前回発表予想を大幅に下回る見込みとなりました。 

なお、平成 29 年 12 月期決算短信につきましては平成 30 年２月 19 日を開示予定としております。 

 

（注）上記業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後の様々な要因により異なる場合がございます。 

 

３．配当の内容 

 決 定 額 
直近の配当予想 

（平成29年２月20日公表） 

前期実績 

（平成 28 年 12 月期） 

基 準 日 平成 29 年 12 月 31 日 同左 平成 28 年 12 月 31 日 

１ 株 当 たり配当金 ５円 00 銭 ０円 00 銭 ０円 00 銭 

配 当 金 の 総 額 69 百万円 － － 

効 力 発 生 日 平成 30 年３月 26 日 － － 

配 当 原 資 利益剰余金 － － 

 

４.理由   

当社は、平成 20 年 12 月期から平成 26 年 12 月期までの間、リーマンショック、中国事業の不採算

から赤字基調で業績が推移してまいりました。その後、営業面、財務面のリストラクチャリングを推

し進めた結果、平成 27 年 12 月期から黒字に転換し、上記１．連結業績予想の修正に記載していると

おり、平成 29 年 12 月期は３期連続の黒字を見込んでおります。 

 

当社は平成 20 年 12 月期より無配を継続しておりましたが、将来に向け一定の利益を確保できる体

制が整ったこと、さらに今後の財務状況等を総合的に検討した結果、株主の皆様への還元を図るべく、

10 期ぶりの復配となる上記配当を行うことを決議いたしました。 

 

 

（ご参考）年間配当の内訳 

 1 株当たり配当金 

基準日 第２四半期末 期末 年間 

配当予想  ５円 00 銭 ５円 00 銭 

当期実績（平成 29年 12月期） ０円 00 銭   

前期実績（平成 28年 12月期） ０円 00 銭 ０円 00 銭 ０円 00 銭 

 

以上 


